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初年度の成果 

 本研究は、社会的孤立・孤独という課題に対して、産後の母親（育児者）および高齢者

(介護施設利用者)を中心に、コミュニケーション状況に応じて身体性を共有できる対話空

間により関係性を構築することで社会的孤立感を軽減し、より円滑なコミュニケーション

を支援できる音声対話エージェントシステムの構築を目標としている。初年度はこれまで

に研究開発を進めているユーザーの発話音声から身体動作を自動生成する身体的コミュ

ニケーション技術を、川上教授や髙林助教らと連携して教育現場へ導入するエージェント

システム開発を進めた。具体的には、川上教授により栄養指導場面，髙林助教により看護

学生のコミュニケーション教育でのシナリオベースの音声対話エージェントを設計し、使

用者がシナリオに沿って発話が行えているかを評価できるシステム構築を進めている。 

また、育児者等孤立感を感じている使用者に対してスマートスピーカーやスマートウォ

ッチ等の情報端末を用いて身体的引き込みによる応答機能を有する音声発話システムを

開発し、有効性を確認した（電子情報通信学会 HCGシンポジウム2023最優秀インタラク

ティブ発表賞受賞）。この開発には、西田准教授のキャラクター描画の知見が生かされて

いる。さらに高齢者を対象とした発話促進システムとして、発話単語に紐づく画像をディ

スプレイ上に提示し、その提示画像がうなずくことにより身体引き込み反応を示すシステ

ム開発を進め、介護施設での実証評価を行った。利用者の官能評価結果において音声フィ

ードバックによるバックトラッキングが高い評価を得るなど、効果を確認している。 

調査研究の進捗

状況と今後の推

進方策 

 次年度は、開発したシステム評価を進めるとともに、現在の分担者以外の連携研究者と

も応用展開を図ることを予定している．とくに高齢者支援については発話単語画像を用い

た発話促進システムおよびスマートウォッチを用いた振動提示システムを用いて、介護施

設現場での臨床実験によって生活情報技術としての有効性を実証する。産後の母親（育児 
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者）支援についても、2024年 3月にCGキャラクターの動作に関する関連研究（CGキャラ

クターを用いた多様なうなずき動作に対する印象評価，ヒューマンインタフェース学会論

文誌，Vol.24, No.4, 2022）がヒューマンインタフェース学会論文賞を受賞し、高く評価

されている。今年度開発を進めたこの支援システムの有効性を実証するためにも、研究室

実験だけでなく保育現場など臨床実験を進める。音声対話エージェントについては、開発

を進めるシナリオベースによる教育支援だけでなく、近年普及が進む大規模言語モデルを

用いた対話エージェントの活用も含め、さらに研究開発を進める。これらの研究について

は、この重点領域研究を基に各種外部資金申請を行い、科研費あるいはJST RISTEX等、

他大学との連携による予算獲得を目指す。 
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